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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
４

２
回

 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
・・ ・・
水
場

水
場

水
場

水
場
のの のの
復
元

復
元

復
元

復
元
( 流

入
土
石
除
去

流
入
土
石
除
去

流
入
土
石
除
去

流
入
土
石
除
去
) 並並 並並

び
に

び
に

び
に

び
に
毛
布
干

毛
布
干

毛
布
干

毛
布
干
しし しし
作
業

作
業

作
業

作
業
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

 

◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
８

月
２

０
日
( 日

) 
 
晴

後
曇

り
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
児

嶋
道

夫
、
中

前
 

偉
、
畑

林
清

子
、
 

大
江

加
予

子
、
梶

野
照

雄
、
青

木
宏

充
( 持

経
宿

前
泊
) 。

８
名

。
 

 
 
 

先
週

日
曜

日
に

梶
野

、
山

本
直

子
さ

ん
が

、
水

場
へ

降
り

る
と

、
台

風
５
 

号
の

豪
雨

に
よ

り
水

場
に

大
き

な
岩

を
含

め
大

小
の

土
石

が
流

入
し

て
、
水
 

場
が

完
全

に
埋

ま
っ

て
い

て
、
道

具
も

無
く

二
人

で
少

し
水

を
汲

め
る

程
度
 

に
復

元
す

る
の

が
精

一
杯

で
、
水

場
の

流
入

土
石

を
早

急
に

除
去

す
る

必
要
 

が
在

る
と

の
報

告
が

あ
つ

た
。

水
場

で
の

作
業

は
、

狭
く

て
３

～
４

人
程

度
 

の
た

め
、

一
部

の
方

に
連

絡
協

力
を

依
頼

し
ま

し
た

。
 

児
嶋

氏
は

小
森

の
農

園
に

忘
れ

物
を

し
た

の
で

、
バ

イ
ク

で
行

く
の

で
新
 

大
沼

橋
を

渡
っ

た
国

道
で

合
流

す
る

と
、

前
日

２
０

時
頃

に
連

絡
が

あ
る

。
 

沖
﨑

車
に

川
島

、
大

江
加
、
畑

林
清
が

分
乗

し
７

時
半

前
に

新
宮

を
発

つ
。
 

北
山

村
へ

入
る

と
、

最
シ

ー
ズ

ン
の

筏
下

り
の

筏
、

ラ
フ

テ
ィ

ン
グ

ゴ
ム
 

ボ
ー

ト
を

積
ん

だ
車

と
す

れ
違

う
。
児

嶋
氏

と
新

大
沼

橋
で

合
流

、
カ

ー
ブ
 

の
多

い
道

で
は

児
嶋

氏
の

バ
イ

ク
走

行
が

早
い

。
 

 
９

時
前

に
新

宮
組

と
中

前
車

が
登

山
口

に
着

く
と

、
梶

野
、
青

木
車

が
既
 

に
到

着
し

、
モ

ノ
レ

ー
ル

が
下

ろ
さ

れ
て

い
た

。
 

 
青

木
氏

は
、
持

経
宿

に
前

泊
し

、
ヒ

メ
ネ

ズ
ミ

３
匹

を
捕

獲
処

分
し

て
下
 

さ
っ

た
と

の
こ

と
。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
に

ザ
ッ

ク
と

丸
太

薪
( 児

嶋
氏

が
池

郷
林

道
で

調
達

し
、
持

帰
 

り
薪

割
機

で
割

っ
て

ト
ラ

ッ
ク

で
運

ん
だ

薪
) を

積
み

、
梶

野
の

運
転

で
沖
 

﨑
氏

が
同

乗
し

て
終

点
へ

。
そ

の
他

の
方

達
は

歩
い

て
上

る
。
 

 
モ

ノ
レ

ー
ル

終
点

で
、

一
部

の
方

に
は

薪
も

担
い

で
上

っ
て

頂
く

。
 

と
こ

ろ
が

、
児

嶋
氏

の
ザ

ッ
ク

が
無

い
、
登

山
口

で
積

み
忘

れ
か

も
と

モ
 

ノ
レ

ー
ル

で
登

山
口

へ
下

る
。
す

る
と

傾
斜

の
き

つ
い

斜
面

に
落

ち
て

い
て

、
 

拾
っ

て
直

ぐ
に

戻
っ

て
来

た
。
 

此
処

か
ら

第
二
ベ

ン
チ
迄

は
、
木
陰

が
無

く
、
汗

で
衣
服

が
び

っ
し
ょ

り
 

濡
れ

る
。

９
時

４
０

頃
に

行
仙

宿
に

到
着

。
 

天
候

も
良

く
毛
布

を
干

す
ロ

ー
プ

を
東
側

に
張

り
、
大

江
、
畑

林
、
青

木
 

氏
に
お
任
せ

す
る

。
 

 
川

島
・
児

嶋
・
沖

﨑
・
中

前
・
梶

野
氏

の
５

名
は

、
水

場
へ

流
入

し
た

大
 

き
な

岩
等

の
土

石
を

除
去

す
る

た
め

に
、
大
ハ

ン
マ

ー
、
て

こ
棒
( く

い
丸
)

ツ
ル
ハ

シ
、

ト
ン
ガ

、
ジ
ョ

レ
ン

２
個

を
手

分
け

し
て

持
ち

水
場

へ
。

 
 

 
 

 
 

 
毛

布
干

し
 

 
 

 
 

 
 

 
水

場
に

流
入

の
大

き
い

岩
除

去
 

 
 

 
 

 
 

 
水

場
に

流
入

の
土

石
除

去
 

 
 

 
 

 
 

水
場

の
注

連
縄

張
り

直
す
 

  
１

０
時

１
５

分
過
ぎ

に
水

場
に

着
く

、
流

れ
て

い
る

水
量

は
少

な
い

。
 

最
初

に
、
立

っ
て

い
る

大
き

な
岩
( 約

1
0
0
㎏
) を

て
こ
棒
・
ツ

ル
ハ

シ
で
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底
に
横
倒

し
、

児
嶋

氏
大
ハ

ン
マ

ー
で
叩

い
て

２
～

３
個

に
割

っ
て

、
水

場
 

下
の
谷

へ
川

島
ほ

り
落

す
。

一
番
奥

か
ら

ト
ン
ガ

、
ジ
ョ

レ
ン

で
土

石
を
搔
 

き
出

す
、

２
～

３
人

作
業

な
の

で
交
代

し
な

が
ら
排

除
す

る
。

最
後

は
、

ゴ
 

ム
長
靴

を
履

い
た

川
島

が
、
片
手
鍋

で
砂
・
泥

水
を

完
全

に
汲

み
出

し
水

場
 

が
復

元
し

た
。
 

切
れ

た
注

連
縄

を
張

り
直

し
１

１
時

前
に

作
業

を
終
え

、
１

１
時

１
５

分
 

頃
に

行
仙

宿
に

戻
る

。
 

 
行
仙

宿
に

戻
る

と
、
毛
布
棚

の
毛
布

は
全

て
取

り
出

し
、
畳

み
直

し
さ

れ
 

て
い

る
。
毛
布
棚

に
納

め
た

時
点

で
、
湯

を
沸

か
す

者
、
持

参
弁
当

と
各
自
 

そ
れ
ぞ

れ
昼
食

を
す

る
。
 

 
入

口
扉
等
開
放

に
し

て
い

る
が

、
大

き
な
ア

ブ
が
居

な
く

な
っ

た
が

、
小
 

さ
い
ア

ブ
が

時
折
飛

ん
で

く
る

。
 

 
 

 

 
 

 
 

 
各
自

で
昼
食
準
備
・
昼
食
雑
談

の
状
景
 

 １
３

時
前

か
ら
雲

が
多

く
な

り
、
女
性
陣

が
干

し
た
毛
布
( 約

４
割
) を
窓
 

下
に
集

め
、
男
性
陣

が
室
内

へ
取

り
込

み
、
畳

ん
で
毛
布
棚

に
収
納

す
る

。
 

腰
高

さ
の

組
立
足
(
真
砂
・
田

中
氏

作
製
)
を

発
電

機
室

と
資
材
倉
庫

か
ら

 

探
し
出

し
、
以

前
の
様

に
宿
内

に
腰
高

さ
の

テ
ー

ブ
ル

を
組
立

て
、
床

上
の
 

備
品
箱

、
ガ
ス
コ

ン
ロ

を
テ

ー
ブ

ル
上

に
置

く
。
 

コ
ン

テ
ナ

ー
は

、
蓋

を
せ
ず

に
放
置

さ
れ

、
食
品
及
び
備
品
類

の
整
理

と
 

ネ
ズ

ミ
被
害

の
食
品
等

は
処

分
す

る
。
 

 
梶

野
氏

は
、

大
小

の
チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

を
新
品

に
交
換

し
、
動
画
防
犯

カ
メ
 

ラ
( 消
費
電

力
が

多
く

な
る
) を
静
止
防
犯

カ
メ

ラ
へ

の
取
替

作
業

を
さ

れ
る

。
 

そ
の

後
、
棟
屋
根
軒

下
垂

木
の
蜂

の
巣
跡

を
完

全
に

除
去

す
る
為

、
飛

ん
で
 

い
た
蜂

を
蜂
ス
プ

レ
ー

で
駆

除
し

て
作

業
し

て
い

る
と

、
い

き
な

り
戻

っ
て
 

来
た
ス

ズ
メ

バ
チ

に
肘
辺

り
を
刺

さ
れ

、
保
冷
パ

ッ
ク

で
患

部
を
冷
や

す
。
 
 

 
 

 

チ
ェ

ン
ソ

ー
刃

交
換

 
 

敷
き

・
掛

け
毛

布
表

示
 

備
品

等
整

理
と

防
犯

カ
メ

ラ
設

置
 

 そ
の

後
、
棟
屋
根
軒

下
か
ら
出

て
い

る
換
気
塩
ビ
排
煙
筒

の
金

具
が

、
腐
 

蝕
し

て
い

た
の

で
、
児

嶋
さ

ん
持

参
の
ス

テ
ン

レ
ス
板

を
曲
げ

て
固
定

バ
ン
 

ド
に

し
て
釘

で
固
定
( 玄
関
側

３
本

、
管
理
棟
側

２
本
) し

て
下

さ
り

、
強

風
 

に
耐
え
ら

れ
る
様

に
な

っ
た

。
 

 
 

 

蜂
の

巣
跡

完
全

撤
去

 
 

換
気

排
煙

筒
の

固
定
( 玄

関
側
)  

 
( 管

理
棟

側
) 
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本
日

の
作

業
を

終
え

、
行

者
堂

で
中

前
導
師

に
て

、
佐
藤
貫

道
行

者
の
法
 

螺
貝

、
伊
富
喜
秀
明

行
者

の
錫
杖

で
、
久

方
ぶ

り
に

本
来

の
勤

行
を

し
て

頂
 

い
た

。
 

本
日

の
作

業
者

の
記
念
撮
影

を
し

て
、
１

４
時
過
ぎ

に
行
仙

宿
か
ら

下
山
 

す
る

。
 

N
o
2
4
鉄
塔
手

前
の
補
給

登
山

道
の

斜
面

で
、

青
木

氏
が
赤
色

～
赤
橙
色
 

の
き

の
こ

を
採
取

し
、
タ
マ

ゴ
ダ
ケ

と
い

う
美
味

な
食
用

き
の

こ
と

の
こ

と
。
 

見
た
感
じ

で
は

、
毒
茸

の
ベ
ニ

テ
ン

グ
ダ
ケ
等

で
な

い
の
・
・
・
？

 
 

 
 

 
 

行
者

堂
で

勤
行

 
 

 
 

本
日

の
作

業
者

 
 

 
 

 
登

山
口

に
下

山
 

 

昼
か
ら
夕
立

が
あ

る
予

報
で

在
っ

た
が

、
雨

に
降
ら

れ
ず

に
１

４
時

４
０
 

分
登

山
口

に
着

い
た

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
で

下
り

た
青

木
氏

に
、
第

一
ベ

ン
チ

上
に
白

い
卵
殻

か
ら
生
 

え
て

い
る

先
程

の
色

と
似

た
き

の
こ

が
、
沢

山
生
え

て
い

て
タ
マ

ゴ
ダ
ケ

と

思
わ

れ
る

と
言

う
と

、
採

っ
て

来
る

と
上

っ
て

行
か

れ
た

。
 

 
我
々

は
、
青

木
氏

が
戻

る
ま

で
待

た
ず

に
、
１

５
時

前
に
解
散

し
各
自

帰
 

宅
の
途

へ
。

 
 

帰
宅

し
て

き
の

こ
図
鑑

を
見

る
と

、
タ
マ

ゴ
ダ
ケ

は
、
テ

ン
グ
ダ
ケ
科

に

属
す

る
食
用

き
の

こ
と

の
こ

と
。
猛
毒

の
ベ
ニ

テ
ン

グ
ダ
ケ

と
色

が
似

て
い

る
が

、
ベ
ニ

テ
ン

グ
ダ
ケ

の
笠

に
は

イ
ボ

が
付

い
て

い
る

と
の

こ
と

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

新
宮

7
:
2
5
→

8
:
5
5
登

山
口

9
:
0
5
→

9
:
4
0
行
仙

宿
1
0
:
0
0
→

1
0
:
1
5
水

場
復

 

元
作

業
1
0
:
5
5
→

1
1
:
1
5
行
仙

宿
→

1
1
;
2
5
昼
食

1
3
:
0
0
→

作
業

1
3
:
5
0
→
勤

 

行
→

行
仙

宿
1
4
:
1
0
→

1
4
:
4
0
登

山
口

1
4
:
5
5
(
解
散
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記
；
川

島
、
写
真
；
川

島
・
梶

野
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 


